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〈
引
揚
〉
後
の
植
民
地
文
学

|
|
一
九
四

0
年
代
後
半
の
西
川
満
を
中
心
に
|
|

和
泉

司

は
じ
め
に
|
|
植
民
地
作
家
の

〈
引
揚
〉

-63-

現
在
、
〈
中
国
文
学
〉
か
ら
離
れ
た
独
自
の
文
学
領
域
と
し
て
の
〈
台
湾
文
学
〉
が
台
湾
を
中
心
に
確
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
主
に
台
湾
人
の
日
本
語
作
家
に
つ
い
て
は
、
日
本
統
治
期
か
ら
「
光
復
」
後
/
戦
後

1

国
民
党
独
裁
政
権
時
代
l

民
主
化
後
に
至
る
ま

で
の
全
体
的
な
考
察
も
展
開
し
て
い
る
。

一
方
、
在
台
日
本
人
作
家
の
戦
後
/
「
光
復
」
後
に
つ
い
て
は
、
研
究
に
ま
だ
手
つ
か
ず
な
部
分
が
非
常
に
多
川

o

た
だ
し
こ
の
事
態
は
、

戦
後
/
「
光
復
」
後
の
研
究
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
在
台
日
本
人
作
家
の
研
究
に
携
わ
る
研
究
者
が
台
湾
人
作
家
の

そ
れ
に
比
し
て
少
数
で
あ
り
、
故
に
、
日
本
統
治
期
の
研
究
に
も
ま
だ
未
整
理
・
未
検
討
の
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
そ
の
後
」

へ
な
か
な
か
進
み
に
く
い
こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
〈
引
揚
〉
在
台
日
本
人
作
家
の
〈
引
揚
〉
直
後
の
時
期
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
る
。
在
台
日
本
人
作
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家
は
、
台
湾
人
作
家
に
比
べ
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
に
、
注
目
度
が
極
端
に
低
く
な
る
。
そ
れ
は
、
台
湾
人
作
家
が
同
時
代
の
台
湾
に
残
さ

れ
た
、
わ
ず
か
に
生
き
残
っ
た
作
家
た
ち
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
在
台
日
本
人
作
家
達
は
、
日
本
に
引
き
揚
げ
れ
ば
、
多
く
の
〈
中
央
文
壇
〉

の
作
家
た
ち
の
周
辺
に
埋
も
れ
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
統
治
期
台
湾
で
は
「
特
別
」
で
あ
っ
た
彼
ら
も
、
戦
後
日
本
で

は
「
周
辺
」
の
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
〈
引
揚
〉
に
よ
っ
て
、
台
湾
で
有
し
て
い
た
特
権
的
地
位
や
多
く
の
財
産
(
そ
れ
は
植

民
地
支
配
者
故
の
も
の
で
あ
る
が
)
を
、
ほ
ぼ
失
っ
て
日
本
へ
「
帰
っ
た
」
彼
ら
に
は
、
台
湾
時
代
と
は
格
段
に
落
差
の
あ
る
生
活
に
身
を

落
と
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
厳
し
い
環
境
も
待
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
文
学
活
動
を
日
本
で
再
開
さ
せ
る
と
き
、
彼
ら
の
植
民
地
経
験
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

同
時
に
日
本
統
治
期
の
在
台
日
本
人
作
家
の
活
動
に
対
す
る
分
析
に
も
還
元
さ
れ
て
い
く
。
何
故
な
ら
、
〈
引
揚
〉
後
に
作
家
活
動
を
再
開

す
る
と
き
、
彼
ら
が
日
本
の
〈
中
央
文
壇
〉
に
お
い
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
学
的
資
本
は
、
植
民
地
経
験
が
主
で
あ
り
、
題
材
と
し

て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
テ

l

マ
も
そ
こ
に
偏
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
植
民
地
経
験
を
描
い
た
テ
ク
ス
ト
を
発
表
す
る
機
会
を

得
る
た
め
に
、
彼
ら
は
日
本
統
治
期
に
〈
台
湾
文
壇
〉

の
代
表
者
と
し
て
築
い
た
〈
中
央
文
壇
〉
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
き
、
〈
引
揚
〉
後
の
在
台
日
本
人
作
家
の
文
学
活
動
と
テ
ク
ス
ト
の
検
討
は
、
日
本
統
治
期
に
彼
ら
が
主

に
台
湾
人
作
家
達
か
ら
受
け
た
「
〈
中
央
文
壇
〉
志
向
」
「
台
湾
を
踏
み
台
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
批
判
の
確
認
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
戦
時
下
と
い
う
制
限
か
ら
外
れ
、
支
配
階
層
か
ら
敗
戦
国
民
へ
と
立
場
を
変
え
た
段
階
で
、
自
ら
の
植
民
地
経
験
を
ど
の
よ
う
に

描
い
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
も
ま
た
、

日
本
統
治
期
の
文
学
運
動
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
立
場
の
変
動
の
中
で
、

彼
ら
の
語
り
の
な
に
が
変
化
し
た
か
を
見
る
こ
と
で
、
日
本
統
治
期
に
お
け
る
在
台
日
本
人
作
家
の
台
湾
認
識
を
違
っ
た
面
か
ら
分
析
す
る

(303) -64-



こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
日
本
統
治
期
の
〈
台
湾
文
壇
〉
に
お
い
て
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
ま
た
最
も
批
判
を
受
け
た
在
台
日
本
人
作
家
で
も

あ
る
西
川
満
の
〈
引
揚
〉
後
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

西
川
は
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
い
て
、
そ
の
独
特
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
傾
向
に
よ
っ
て
、
評
価
と
批
判
を
同
時
に
受

け
続
け
た
。
台
北
の
炭
鉱
会
社
の
御
曹
司
で
あ
り
、
資
金
に
恵
ま
れ
て
い
た
西
川
は
、
東
京
留
学
時
に
早
稲
田
大
学
で
吉
江
喬
松
や
西
条

八
十
、
山
内
義
雄
に
師
事
し
、
帰
台
後
は
『
台
湾
日
日
新
報
』

の
文
芸
記
者
と
な
っ
て
発
表
メ
デ
ィ
ア
を
確
保
、
思
師
の
紹
介
に
よ
っ
て
台

北
帝
大
の
文
学
研
究
者
|
|
矢
野
峰
人
や
島
田
謹
二
ら
|
|
と
強
い
関
係
を
成
し
た
。

こ
の
よ
う
な
物
的
質
的
な
背
景
の
も
と
、
西
川
は
一
九
四

O
年
に
文
芸
同
人
誌
『
文
芸
台
湾
』
を
主
宰
し
、
当
時
台
湾
で
文
学
活
動
を
行

-65 

お
う
と
し
て
い
た
在
台
日
本
人
、
台
湾
人
双
方
の
作
家
た
ち
を
集
結
さ
せ
た
。
し
か
し
、
西
川
の
独
特
な
文
学
傾
向
に
、
台
湾
人
作
家
を
中

心
と
し
た
同
人
が
反
発
し
、
四
一
年
六
月
、
『
文
芸
台
湾
』
を
離
れ
た
同
人
が
新
た
な
文
芸
同
人
誌
『
台
湾
文
学
』
を
創
刊
す
る
。
こ
の
「
台

湾
文
学
』
グ
ル
ー
プ
が
、
日
本
統
治
期
に
お
け
る
反
西
川
派
と
な
り
、
彼
の
文
学
傾
向
を
「
〈
中
央
文
壇
〉
志
向
」
に
結
び
つ
け
、
批
判
を

重
ね
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
統
治
期
の
〈
台
湾
文
壇
〉
に
お
け
る
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
〈
引
揚
〉

後
の
西
川
の
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
わ
ず
か
に
中
島
利
郎
に
よ
っ
て
書
誌
が
ま
と
め
ら
れ
た
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
〈
引
揚
〉
後
の
西
川
は
、

一
九
五
九
年
頃
か
ら
宗
教
活
動
を
行
い
、
そ
の
主
宰
者
と
し
て
の
活
動
や
、
多
数
の
高
額
・
少
部
数
の
限
定
本
出
版
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら

一
部
の
マ
ニ
ア
が
注
目
す
る
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
に
特
異
化
し
て
い
た
故
に
、
文
学
活
動
面
へ
の
注
目
が
低
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

(302) 

思
わ
れ
る
。



し
か
し
、
特
に
〈
引
揚
〉
直
後
か
ら
の
数
年
間
の
彼
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
植
民
地
経
験
や
〈
引
揚
〉
体
験
が
生
々
し
く
反
映
し
て
い
る
。

(301) 

こ
の
時
期
の
テ
ク
ス
ト
の
検
討
は
、
「
作
家
」
西
川
満
の
研
究
に
お
い
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
〈
台
湾
文
学
〉
研
究
に
お
い
て

も
、
同
時
期
、

一
九
四
0
年
代
後
半
の
台
湾
が
、
国
民
党
統
治
開
始
か
ら
二
二
八
事
件
、
国
共
内
戦
と
国
民
党
の
台
湾
逃
亡
と
い
う
混
沌
と

し
た
状
態
で
あ
っ
た
時
の
〈
引
揚
〉
者
の
テ
ク
ス
ト
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
は
な
は
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
〈
引
揚
〉

後
の
西
川
満
の
文
学
活
動
と
テ
ク
ス
ト
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
〈
台
湾
文
学
〉
研
究
・
〈
日
本
語
文
学
〉
研
究
に
、
さ
ら
に
多
様
な
視

点
を
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

2 

〈
引
揚
〉
期
の
西
川
満

台
湾
が
正
式
に
中
華
民
国
へ
「
光
復
」
し
た
の
は
、
玉
音
放
送
か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
十
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
降
伏
式
典
に
お
い
て
で

-66-

あ
る
。
こ
の
時
、
在
台
日
本
人
は
「
日
僑
」
と
し
て
台
湾
に
待
機
し
、
日
本
へ
の
送
還
を
待
つ
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
新
た
な
台

湾
省
政
府
に
よ
る
徴
用
を
受
け
、
学
校
や
官
公
庁
で
働
い
て
い
た
在
台
日
本
人
も
い
た
が
、
西
川
は
徴
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は

台
湾
人
の
戦
時
動
員
や
皇
民
化
運
動
に
加
担
し
た
と
し
て
、
戦
犯
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
日
本
統
治
期
に
台
湾
で
学
生
生
活
を
送
り
、

『
台
湾
文
学
』
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
井
東
裏
は
、
西
川
が
戦
犯
指
定
を
逃
れ
る
た
め
に
奔
走
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
西
川
は
そ
の
自
伝
「
わ

一
九
八
三
。
「
人
間
の
星
社
」
は
、
西
川
の
個
人
出
版
社
名
で
あ
る
。
以
下
、
「
自
伝
」
と
略
称
)
の
中
で
、

顔
見
知
り
の
台
湾
総
督
府
情
報
課
の
人
聞
が
、
西
川
と
漬
田
隼
雄
を
「
台
湾
文
化
の
最
高
指
導
責
任
者
」
と
し
て
戦
犯
リ
ス
ト
に
掲
載
し
た

が
越
え
し
幾
山
河
」
(
人
間
の
星
杜

旨
を
伝
え
に
来
た
、
と
淡
々
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
西
川
は
戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
四
六
年
四
月
、
家
族
と
と
も
に
日

本
へ
送
還
さ
れ
た
。
同
じ
船
に
乗
船
し
て
い
た
漬
田
は
故
郷
の
仙
台
へ
向
か
っ
た
が
、
西
川
二
永
は
知
人
の
っ
て
を
た
ど
り
、
山
梨
県
、
東



京
・
池
袋
、
栃
木
県
足
利
を
転
々
と
し
た
後
、
同
年
六
月
に
東
京
・
阿
佐
ヶ
谷
に
あ
っ
た
台
湾
引
揚
寮
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
降
、

西
川
は
阿
佐
ヶ
谷
に
住
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

「
自
伝
」
に
よ
る
と
、
阿
佐
ヶ
谷
に
居
を
定
め
た
四
六
年
か
ら
小
説
執
筆
を
始
め
、
翌
四
七
年
か
ら
、
大
衆
文
学
雑
誌
に
テ
ク
ス
ト
を
発

表
す
る
よ
う
に
な
り
、
四
八
年
か
ら
は
そ
の
発
表
頻
度
は
非
常
に
多
く
な
っ
た
。

こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
〈
台
湾
文
壇
〉
が
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
西
川
が
、
終
戦
か
ら
〈
引
揚
〉
間
も
な
い
こ
の
時
期
に
、
ど
の
よ
う

に
し
て
テ
ク
ス
ト
発
表
の
機
会
を
得
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
自
伝
」
か
ら
窺
え
る
の
は
、
ま
ず
林
房
雄
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
西
川
は
、
四
七
年
一
月
、
林
か
ら
電
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

当
時
桜
菊
書
院
の
文
芸
誌
『
小
説
と
読
物
』
が
募
集
し
て
い
た
夏
目
激
石
賞
へ
の
投
稿
を
促
す
も
の
だ
っ
た
。

林
房
雄
と
西
川
の
接
点
は
、
戦
前
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
夏
目
激
石
賞
に
関
し
て
、
林
は
わ
ざ
わ

67 

ざ
西
川
に
投
稿
を
促
し
て
い
る
こ
と
、
選
者
の
一
人
と
し
て
、
強
く
西
川
の
投
稿
作
(
「
会
真
記
」
。
詳
し
く
は
後
述
)
を
推
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
こ
の
時
期
か
な
り
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
西
川
と
〈
中
央
文
壇
〉
を
結
ぶ
も
う
一
つ
の
線
は
、
長
谷
川
伸
と
の
関
係
で
あ
る
。
長
谷
川
は
戦
前
、
一
九
三
八
年
と
四
一
年
の
二
回
、

台
湾
を
訪
れ
て
お
り
、
特
に
四
一
年
に
は
講
演
と
取
材
で
一
ヶ
月
間
台
湾
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
〈
台
湾
文
壇
〉
の
中
心
人
物
で
あ
り
、

台
湾
総
督
府
と
も
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
西
川
と
知
り
合
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
時
点
で
、
西
川
は

長
谷
川
主
宰
の
同
人
サ
ー
ク
ル
・
新
鷹
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
っ
て
に
よ
っ
て
、
長
谷
川
の
義
弟
・
島
源
四
郎
が
経
営
す
る

新
小
説
杜
の
大
衆
文
芸
誌
『
大
衆
文
芸
』
や
、
新
鷹
会
メ
ン
バ
ー
が
多
数
執
筆
し
て
い
る
大
衆
文
芸
誌
で
の
テ
ク
ス
ト
発
表
機
会
を
得
て
い

た
の
だ
ろ
、
っ
。
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そ
の
西
川
が
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
、
最
初
に
執
筆
し
た
と
し
て
い
る
の
が
、
『
モ
ダ
ン
日
本
』
四
七
年
二
月
号
に
発
表
し
た
「
青
衣
女
鬼
」

で
あ
る
。
四
八
年
十
月
に
新
小
説
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
西
川
の
戦
後
/
「
光
復
」
後
最
初
の
短
編
集
『
七
宝
の
手
僅
』
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
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た
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
終
戦
直
後
の
台
湾
で
、
〈
引
揚
〉
を
控
え
た
日
本
人
青
年
・
村
田
が
、
恋
人
の
台
湾
人
女
性
・
碧
震
に
会
い
に
行
く

場
面
か
ら
始
ま
る
。

碧
霞
に
一
緒
に
日
本
へ
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
乞
わ
れ
た
村
田
は
、
彼
女
の
要
求
に
応
え
る
が
、
そ
の
直
後
、
碧
霞
の
元
に
何
者
か
が

訪
れ
る
と
、
碧
霞
は
村
田
の
〈
引
揚
〉
に
間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
言
い
出
す
。
〈
引
揚
〉
当
日
、
村
田
は
碧
霞
が
台
湾
の
民
間
信

仰
の
符
法
師
の
一
族
と
し
て
、
火
祭
り
に
お
い
て
自
ら
を
爆
竹
と
炎
の
中
に
投
じ
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
炎
の
中
に
飛
ぴ
込

ん
だ
碧
霞
を
目
に
し
た
村
田
は
、
〈
引
揚
〉

の
日
僑
互
助
会
宛
に
手
紙
を
よ
こ
し
、
台
湾
に
残
っ
て
、
碧
霞
の
看
護
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
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た
と
伝
え
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。

西
川
が
こ
の
時
期
す
で
に
〈
引
揚
〉
に
際
し
た
台
湾
を
舞
台
と
し
た
テ
ク
ス
ト
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
戦

時
体
制
へ
の
同
調
を
強
い
ら
れ
ず
、
ま
た
在
台
日
本
人
の
地
位
が
否
定
さ
れ
た
直
後
の
表
現
上
の
バ
イ
ア
ス
が
空
白
に
近
い
時
期
に
、
在
台

日
本
人
作
家
が
台
湾
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
で
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
川
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
〈
引
揚
〉
と
い
う
不
可
避
的
な
別

れ
に
際
し
て
、
日
本
人
青
年
と
台
湾
人
女
性
の
恋
が
引
き
裂
か
れ
よ
う
と
す
る
と
い
う
設
定
は
、
西
川
の
耽
美
的
な
傾
向
に
そ
の
ま
ま
当
て

は
ま
る
も
の
だ
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
人
青
年
の
側
に
植
民
地
統
治
へ
の
反
省
は
な
く
、
台
湾
人
女
性
の
側
に
も
植
民
地
統
治
へ
の
批
判
が

な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
テ
ク
ス
ト
内
部
で
は
、
す
で
に
「
光
復
」
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
田
は
当
然
の
よ
う
に
日
本

語
を
用
い
、
応
対
す
る
台
湾
人
た
ち
も
日
本
語
で
返
事
を
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
、
「
光
復
」
以
前
の
日
本
統
治
時
代



の
在
台
日
本
人
と
台
湾
人
の
関
係
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
植
民
地
統
治
の
反
省
や
批
判
が
な
い
ま
ま
、
在
台
日
本
人
と

台
湾
人
と
の
間
の
個
人
的
情
誼
の
美
し
さ
の
み
を
強
調
す
る
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
日
本
・
日
本
人
の
立
場
の
変
化
を

西
川
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
西
川
の
表
現
手
法
が
、
大
衆
文
学
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
は
有
効
に
作
用
し
て
い
る
。
〈
引
揚
〉
描
写
か
ら
植
民

地
支
配
へ
の
反
省
や
批
判
を
捨
象
し
、
恋
愛
悲
劇
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
や
外
地
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
だ
け
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
戦
後
に
復

活
し
た
『
中
央
公
論
』
や
『
改
造
』
な
ど
の
総
合
誌
に
見
ら
れ
た
日
本
帝
国
の
軍
国
主
義
批
判
の
よ
う
な
「
固
い
」
議
論
を
避
け
、
娯
楽
性

が
主
と
な
る
大
衆
文
芸
誌
に
お
い
て
は
必
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
青
衣
女
鬼
」
が
収
録
さ
れ
た
『
七
宝
の
手
僅
』
に
は
一
編
の
詩
と
七
編
の
小
説
一
ア
ク
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
光
復
」
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後
/
戦
後
を
描
い
た
も
の
は
二
編
、
日
本
統
治
期
台
湾
を
描
い
た
も
の
が
三
編
、
後
の
二
編
は
台
湾
と
関
係
の
な
い
、
中
国
古
典
か
ら
題
材

を
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
西
川
は
四

0
年
代
後
半
、
台
湾
を
描
い
た
も
の
を
発
表
す
る
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
中
国
古
典
翻
案
も
の
も
数

多
く
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
に
は
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
日
本
に
お
い
て
急
速
に
進
ん
だ
台
湾
統
治
記
憶
の
忘
却
が
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
日
本
で
は
、
特
に
四
0
年
代
後
半
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
と
の
国

共
内
戦
が
最
も
主
要
な
「
中
国
」
言
説
で
あ
り
、
そ
の
抗
争
内
に
組
み
込
ま
れ
た
台
湾
は
こ
の
内
戦
に
お
け
る
係
争
地
と
い
う
位
置
づ
け
で

し
か
表
象
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
植
民
地
統
治
に
よ
っ
て
台
湾
が
中
国
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
で
、
台
湾
内
部
に
大
陸
系
住
民
の

外
省
人
と
台
湾
出
身
の
本
省
人
と
い
う
断
絶
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
日
本
人
が
如
何
に
無
知
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ

を
端
的
に
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
五
五
年
に
「
香
港
」
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
郎
永
漢
が
「
中
央
公
論
』
五
七
年
七
月
号
に
発
表
し
た
「
台
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湾
人
を
忘
れ
る
な
」
の
中
で
語
っ
て
い
る
。



さ
き
頃
、
銀
座
の
バ
ア
で
、
私
は
偶
然
、
江
戸
川
乱
歩
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
江
戸
川
さ
ん
が
私
に
生
れ
は
何
処
だ
と
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き
く
の
で
、
台
湾
だ
と
答
え
た
ら
、
蒋
介
石
さ
ん
の
方
だ
ね
、
と
云
わ
れ
た
。
私
は
い
さ
さ
か
あ
わ
て
て
、
台
湾
は
目
下
蒋
介
石
さ
ん

に
占
領
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
自
身
は
蒋
介
石
さ
ん
の
支
持
者
で
は
な
い
、
と
答
え
る
と
、
そ
れ
じ
ゃ
毛
沢
東
さ
ん
の
方
か
い
、

と
き
か
れ
た
。
私
は
さ
っ
き
よ
り
も
っ
と
あ
わ
て
て
、

い
や
、
ど
っ
ち
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
ま
あ
云
っ
て
み
れ
ば
、
孤
立
派
の
よ
う
な

も
の
で
す
、
と
答
え
た
ら
、

「
君
、
芸
術
家
の
よ
う
な
口
を
き
く
じ
ゃ
な
い
か
」

と
ひ
や
か
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
日
本
人
の
頭
の
中
に
あ
る
中
国
問
題
と
云
え
ば
、
中
共
政
府
か
、
国
民
政
府
か
、
も
し
く
は
、

-70-

毛
沢
東
か
、
蒋
介
石
か
、
と
い
っ
た
区
別
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
(
略
)

日
本
に
お
け
る
台
湾
認
識
の
低
下
に
最
も
悩
ま
さ
れ
た
の
は
、
当
然
台
湾
人
た
ち
で
あ
っ
た
、
だ
ろ
う
が
、
台
湾
か
ら
の
〈
引
揚
〉
者
た
ち

も
そ
れ
を
強
く
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
西
川
が
中
国
古
典
翻
案
も
の
を
多
く
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
個
人
的
趣
味
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
日
本
に
お
け
る
台
湾
認
識
の
低
下
、
台
湾
を
中
国
と
同
一
視
す
る
状
況
に
、
職
業
作
家
と
し
て
対
応
す
る
意

図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
西
川
の
〈
引
揚
〉
後
の
文
学
活
動
の
中
で
特
徴
的
な
台
湾
も
の
と
中
国
古
典
翻
案
も
の
の
両
立
は
、
先
に
述
べ
た

夏
目
激
石
賞
に
佳
作
と
な
っ
た
小
説
「
会
真
記
」
と
、
第
二
十
二
回
(
四
九
年
下
半
販
)
直
木
賞
候
補
と
な
っ
た
、
『
キ
ン
グ
』
四
九
年
二



月
号
掲
載
の
「
地
獄
の
谷
底
」
に
現
れ
て
く
る
。
西
川
が
こ
の
二
つ
の
文
学
賞
に
名
を
連
ね
た
こ
と
は
、
彼
の
〈
中
央
文
壇
〉
に
お
け
る
コ

ネ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。
当
時
の
西
川
の
表
現
戦
略
の
問
題
と
合
わ
せ
、
こ
の
両
賞
に
関
係
し
た
テ
ク
ス
ト
に
つ
い

て
み
て
み
た
い
。3 

夏
目
激
石
賞
と
「
会
真
記
」

夏
目
激
石
賞
は
、
桜
菊
書
院
の
文
芸
誌
『
小
説
と
読
物
」
が
夏
目
激
石
没
後
三
十
年
を
記
念
し
て
設
置
す
る
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
、
四
六

年
八
月
号
で
告
知
さ
れ
、
募
集
規
程
の
発
表
は
同
年
十
月
号
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
賞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。

本
社
は
、
兼
ね
て
夏
目
激
石
全
集
の
刊
行
、
盛
況
裡
に
進
展
し
つ
、
あ
る
を
記
念
し
、
時
恰
も
没
後
三
十
周
年
に
当
る
故
文
豪
の
、
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遺
業
を
益
三
顕
彰
し
て
、
日
疋
を
嗣
ぐ
べ
き
次
代
に
、
隠
れ
た
る
雄
編
傑
作
を
求
む
る
た
め
、
今
回
特
に
夏
目
家
の
援
諾
を
得
て
、
文
界

に
輝
く
べ
き
大
「
激
石
賞
」
を
設
け
、
広
く
天
下
に
小
説
を
募
集
す
る
事
と
な
っ
た
。
(
略
)

選
考
委
員
に
は
石
川
達
三
、
林
房
雄
、
林
芙
美
子
、
横
光
利
一
、
武
者
小
路
実
篤
、
内
田
百
問
、
久
米
正
雄
、
松
岡
譲
、
青
野
季
吉
、
里

見
張
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
、
募
集
規
程
は
未
発
表
の
小
説
、
百
枚
程
度
で
、
締
め
切
り
は
四
七
年
一
月
末
日
(
後
二
月
末
日
に
変
更
)
。
賞

金
一
万
円
で
、
当
選
者
発
表
は
同
年
六
月
号
、
作
品
発
表
は
七
月
号
と
告
知
さ
れ
た
。
第
二
回
募
集
時
に
賞
金
は
三
万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、

桜
菊
書
院
の
倒
産
に
よ
り
選
考
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
桜
菊
書
院
が
没
後
三
十
周
年
を
前
に
し
て
、
夏
目
激
石
全
集
を
刊
行
中
で
あ
っ
た
点
と
、
こ
の
夏
目
賞
設
置
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に
際
し
、
「
夏
目
家
の
援
諾
」
を
得
て
い
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

夏
目
激
石
の
全
集
の
出
版
占
有
権
は
夏
目
家
と
契
約
し
た
岩
波
書
店
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
著
作
権
法
で
は
、
著
作
権
の
期
限
は
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現
在
よ
り
短
い
没
後
三
十
年
で
あ
り
、
故
に
四
六
年
十
二
月
で
、
激
石
の
テ
ク
ス
ト
の
著
作
権
は
保
護
さ
れ
な
く
な
り
、
誰
で
も
自
由
に
出

版
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
夏
目
家
は
、
激
石
の
著
作
権
が
失
効
す
る
前
に
そ
の
印
税
を
確
保
し
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
出
版
占
有
権
を

岩
波
書
店
に
与
え
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
印
税
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
た
桜
菊
書
院
に
激
石
の
全
集
刊
行
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の

際
、
当
然
出
版
占
有
権
を
持
つ
岩
波
書
店
と
の
間
で
係
争
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
岩
波
側
が
折
れ
、
桜
菊
書
院
版
『
夏
目
激
石
全
集
』

に
対
抗
し
て
岩
波
も
『
激
石
全
集
』

の
刊
行
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
夏
目
激
石
賞
は
、
こ
の
よ
う
に
岩
波
書
店
と
争
っ
て
い
た
桜
菊

へ
の
権
威
付
と
宣
伝
の
一
環
と
し
て
設
置
し
た
文
学
賞
な
の
で
あ
る
。

桜
菊
書
院
版
「
夏
目
激
石
全
集
』
の
出
版
は
徐
々
に
迷
走
し
て
行
き
、
最
終
的
に
は
全
巻
を
刊
行
で
き
ず
倒
産
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
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書
院
と
い
う
新
興
出
版
社
が
、
社
運
を
か
け
た
『
夏
目
激
石
全
集
』

同
じ
よ
う
に
夏
目
激
石
賞
の
発
表
も
な
か
な
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
当
選
作
が
発
表
さ
れ
た
の
は
四
七
年
十
一
月
号
と
な
り
、
『
小

説
と
読
物
』
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
当
選
作
は
、
『
夏
目
激
石
賞
当
選
作
品
集
』
と
い
う
単
行
本
に
当
選
作
と
佳
作
の
計
四
作
が

収
録
さ
れ
出
版
さ
れ
る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
当
選
作
と
な
っ
た
の
は
渡
辺
伍
郎
「
ノ
バ
ル
サ
の
果
樹
園
」
で
、
佳
作
は
西
川
満
「
会
真
記
」
、

春
日
迫
彦
「
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
の
宿
」
、
野
田
開
作
「
見
晴
ら
し
亭
の
女
た
ち
」
、
森
川
譲
「
ホ
ロ
ゴ
ン
」
で
あ
る
(
「
見
晴
ら
し
亭
の
女
た
ち
」

は
本
文
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
)
。

こ
の
賞
に
入
選
し
た
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
は
、
全
て
「
海
外
」
を
舞
台
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
選
考
に
際
し
意
図
さ
れ
た
の
か
は
不
明

だ
が
、
林
房
雄
が
締
め
切
り
直
前
に
西
川
に
対
し
投
稿
を
促
し
た
の
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
選
考
段
階
で
「
海
外
」
も
の
を
中
心
と
す
る
と



い
う
判
断
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
西
川
が
台
湾
あ
る
い
は
中
国
古
典
を
材
料
に
す
る
こ
と
は
当
然
想
像
で
き
る
か
ら
だ
。

「
会
真
記
」
は
、
日
本
統
治
以
前
の
台
北
を
舞
台
と
し
た
小
説
で
、
台
北
に
お
け
る
陳
姓
一
族
と
李
姓
一
族
と
の
抗
争
を
背
景
に
、
陳
派

の
青
年
と
李
派
の
女
性
と
の
恋
愛
悲
劇
を
描
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
台
湾
を
舞
台
に
し
て
い
る
が
、
時
代
は
近
世
で
、
台
湾
史
の
文
献
資

料
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
台
湾
も
の
と
中
国
古
典
も
の
の
両
方
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
が
、
台
北
城
内
の
地
名

の
他
は
、
台
湾
を
意
識
さ
せ
る
描
写
は
乏
し
く
、
中
華
的
世
界
を
描
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

夏
目
激
石
賞
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
西
川
は
「
自
伝
」
の
中
で
、
選
者
の
青
野
季
吉
が
「
会
真
記
」
の
当
選
に
反
対
し
た
た
め
、

次

選
考
で
は
一
席
だ
っ
た
「
会
真
記
」
が
当
選
を
逃
し
た
、
と
林
房
雄
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
経
緯
が
事
実
で
あ
る
か
は

と
も
か
く
、
『
夏
目
激
石
賞
当
選
作
品
集
』
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
石
川
、
林
、
武
者
小
路
、
久
米
、
青
野
、
里
見
の
各
選
評
を
見
る
と
、
林
は
「
会

真
記
」
を
推
し
、
青
野
は
「
べ
つ
に
書
き
つ
け
て
み
た
い
感
想
も
な
い
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
選
評
か
ら
西
川
に
関
す
る
箇
所
を
引
用
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す
る
と
、「

会
真
記
」
の
エ
キ
ゾ
テ
シ
ズ
ム
と
リ
リ
シ
ズ
ム
は
良
い
が
、
何
か
古
風
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
古
風
な
作
風
が
こ
の
作
者
の
も
の

で
あ
る
ら
し
い
。
(
石
川
)

台
湾
の
話
で
、
僕
に
は
ぴ
っ
た
り
し
な
い
処
も
あ
る
が
う
ま
さ
か
ら
言
ふ
と
一
番
う
ま
く
、
表
現
も
常
識
以
上
、
芸
術
的
香
ひ
さ
え

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
ひ

(
略
)
気
持
ち
の
い
〉
点
で
は
「
ノ
バ
ル
サ
の
果
樹
園
」
を
と
る
が
、
う
ま
い
点
で
は
「
会
真
記
」
か
と
思
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っ
た
。
(
武
者
小
路
)



芸
術
的
な
完
成
さ
か
ら
見
れ
ば
、
或
は
こ
の
作
が
一
番
立
派
だ
と
も
云
へ
る
が
、
そ
の
代
り
陳
い
。
新
時
代
の
作
品
と
し
て
、
何
も
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の
を
も
加
へ
得
な
い
感
じ
が
あ
る

(
略
)
行
文
は
流
麗
。
(
久
米
)

珍
し
い
材
料
を
よ
く
克
明
に
調
べ
た
も
の
、
と
感
心
す
る
に
つ
け
て
も
、
何
を
言
ひ
た
い
た
め
の
こ
の
努
力
か
(
略
)
振
り
出
し
か

ら
こ
の
態
度
で
は
、
上
り
は
大
抵
知
れ
て
ゐ
る
、
ー
ー
ー
大
衆
作
家
。
(
里
見
)

と
な
っ
て
い
て
、
全
体
的
に
、
西
川
の
文
章
力
・
表
現
力
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
題
材
と
そ
こ
に
耽
溺
し
て
い
る
傾
向
を
批
判
し
て
い
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た
。
「
会
真
記
」
は
対
立
派
閥
に
引
き
裂
か
れ
る
恋
愛
、
と
い
う
古
典
的
な
物
語
で
あ
り
、
「
古
風
」
「
陳
い
」
と
日
評
さ
れ
る
の
は
妥
当
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
全
体
の
構
成
か
ら
、
里
見
が
「
大
衆
作
家
」
と
切
り
捨
て
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
「
会
真
記
」
は
選
考
委
員
の
一
人
・
林
房
雄
の
誘
い
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
テ

l

マ
に
つ
い
て

林
か
ら
な
ん
ら
か
の
示
唆
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
物
語
内
容
や
表
現
・
展
開
に
お
い
て
発
揮
さ
れ

た
の
は
西
川
の
趣
味
性
で
あ
り
、
そ
れ
が
定
型
化
し
た
「
古
風
」
な
物
語
の
域
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
は
た
し
か
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
大
衆
文
学
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。

西
川
は
「
自
伝
」
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
文
学
活
動
を
「
暇
さ
え
あ
れ
ば
生
活
の
た
め
に
筆
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
」

と
述
べ
て
い
る
が
、

一
方
で
日
本
統
治
期
に
「
台
湾
文
学
』
グ
ル
ー
プ
か
ら
批
判
を
受
け
た
後
、
台
湾
史
を
材
料
と
し
た
歴
史
小
説
に
着
手

し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
手
法
に
接
近
し
て
い
っ
た
頃
の
状
況
に
比
べ
る
と
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
西
川
の
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
の
趣
味
性
の
発
露



か
ら
見
て
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
描
い
て
い
る
印
象
が
強
い
。
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
大
衆
文
学
路
線
は
、
結
果
的
に

西
川
に
非
常
に
適
し
て
い
た
の
だ
。

4 

直
木
賞
候
補
作
「
地
獄
の
谷
底
」
に
み
る
〈
引
揚
〉
後
表
象

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
西
川
の
大
衆
文
学
路
線
の
一
つ
の
ピ

l

ク
が
、
「
地
獄
の
谷
底
」
に
よ
っ
て
第
二
十
二
回
直
木
賞
候
補
に
選
ば
れ

た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

「
地
獄
の
谷
底
」
は
、
「
立
教
大
学
の
焼
跡
」
で
他
殺
体
で
見
つ
か
っ
た
若
い
女
性
が
、
語
り
手
で
あ
る
作
家
・
佐
藤
の
名
刺
を
持
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
佐
藤
の
元
に
刑
事
が
訪
れ
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
佐
藤
は
台
湾
か
ら
の
〈
引
揚
〉
者
で
あ
り
、
刑
事
の
話
か
ら
、
女
性
が
同

75-

じ
〈
引
揚
〉
者
で
、
か
つ
て
台
北
で
若
く
し
て
才
能
を
発
揮
し
出
版
社
を
経
営
し
て
い
た
井
上
由
紀
枝
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
佐
藤
は
犯

人
逮
捕
後
、
由
紀
枝
の
下
宿
を
つ
き
と
め
、
彼
女
が
つ
け
て
い
た
日
記
を
発
見
す
る
。
そ
こ
に
は
、
頼
る
先
も
な
く
台
湾
か
ら
日
本
へ

ヲ|

揚
〉
と
な
っ
た
由
紀
枝
が
、
台
湾
で
の
財
産
も
国
民
党
政
府
に
接
収
さ
れ
、
娼
婦
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
由
紀
枝
は
唯
一
守
っ
て
き

た
父
の
遺
品
の
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
奪
お
う
と
し
た
客
に
よ
っ
て
拠
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

先
に
挙
げ
た
傾
向
で
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
台
湾
も
の
で
あ
り
、
〈
引
揚
〉
後
の
在
台
日
本
人
の
苦
境
を
描
い
た
も
の
で
、
由
紀
枝
、
そ

し
て
佐
藤
の
境
遇
に
は
、
西
川
の
〈
引
揚
〉
時
の
状
況
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
「
自
伝
」
と
対
照
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
。
殺
人
事
件

も
の
で
あ
り
、
若
く
美
し
い
女
性
が
身
を
落
と
し
て
い
く
展
開
と
、
由
紀
枝
が
日
記
の
中
で
佐
藤
へ
の
好
意
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、

や
は
り
通
俗
的
な
物
語
と
言
え
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
、
〈
引
揚
〉
者
の
苦
境
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。

佐
藤
は
テ
ク
ス
ト
の
最
後
で
、
「
由
紀
枝
の
行
為
、
そ
れ
自
体
に
も
批
難
す
べ
き
点
は
あ
ろ
う
、
然
し
由
紀
枝
を
こ
う
し
た
谷
底
に
追
い
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込
み
、
死
に
導
い
た
も
の
が
、
一
体
誰
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
思
う
と
、
私
の
胸
は
た
ぎ
る
の
で
あ
る
。
」
と
語
る
。
そ
れ
は
、
日
本
政
府
が
〈
引
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揚
〉
者
に
対
し
あ
ま
り
に
も
無
慈
悲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
訴
え
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
由
紀
枝
の
残
し
た
ノ

l

ト
に
、
佐
藤
は
次
の
よ

う
な
記
述
を
見
つ
け
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
戦
災
と
い
う
も
の
は
国
民
が
平
等
に
負
担
す
べ
き
も
の
な
の
に
、
な
ぜ
引
揚
者
の
財
産
だ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
眼
に

合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
台
湾
で
は
戦
後
、
日
本
人
と
い
う
だ
け
で
、
知
ら
ぬ
も
の
同
志
が
互
い
に
助
け
合
っ
た
。
金
の
あ
る
も
の

は
金
を
、
だ
し
た
し
、
物
の
あ
る
も
の
は
物
を
提
供
し
た
。
日
本
に
帰
り
さ
え
し
た
ら
、
き
っ
と
同
胞
が
あ
っ
た
か
な
手
を
さ
し
の
べ
て

く
れ
る
。
お
互
い
が
破
れ
た
国
の
兄
弟
だ
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
は
全
く
甘
い
ひ
と
り
よ
が
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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「
地
獄
の
谷
底
」
は
、
〈
引
揚
〉
を
契
機
と
し
て
、
在
台
日
本
人
が
自
ら
を
「
被
害
者
」
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
〈
引
揚
〉
後
の
由
紀
枝
が
か
つ
て
の
知
人
や
引
揚
寮
な
ど
を
転
々
と
す
る
様
子
や
、
日
本
内
地
に
頼
る
先
が
な
い
境
遇
な
ど
は
、
植

民
地
に
移
住
し
日
本
内
地
に
拠
点
を
失
っ
た
在
台
日
本
人
特
有
の
苦
境
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
同
胞
」
に
対
す
る
日
本
内
地
の
酷
薄
さ
を

指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
や
は
り
こ
こ
で
言
え
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
被
害
者
」
意
識
を
つ
の
ら
せ
な
が
ら
、
由
紀
枝
と
そ
の
家
族
が
台
湾
で
成
功
し

て
い
た
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
植
民
地
支
配
へ
の
反
省
は
、

一
切
現
れ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
地
獄
の
谷
底
」
に
お
い
て
、
由

紀
枝
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
の
は
、
在
台
日
本
人
の
「
正
当
な
資
産
」
が
、
国
民
党
政
府
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
日
本
政
府
も
そ
れ
を
見
捨
て
た
、

と
い
う
論
理
な
の
だ
。

つ
ま
り
こ
こ
で
、
在
台
日
本
人
は
日
本
内
地
に
い
た
日
本
人
と
は
区
別
さ
れ
、

日
本
内
地
の
日
本
人
と
の
相
対
化
に



よ
っ
て
被
害
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
在
台
日
本
人
は
台
湾
人
の
存
在
を
自
ら
と
相
対
化
し
よ
う
と
は
し
な
い
。

こ
、
っ
し
て
、
テ
ク
ス
ト
に
は
台
湾
人
に
対
す
る
抑
圧
者
・
加
害
者
意
識
は
全
く
現
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
「
地
獄
の
谷
底
」
の
こ
の
よ
う
な
内
容
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
繰
り

返
す
よ
う
に
直
木
賞
候
補
と
な
る
が
、
そ
の
選
評
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
キ
ン
グ
』
掲
載
後
に
『
現

代
小
説
代
表
選
集
5

』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
経
緯
を
思
い
出
す
と
「
地
獄
の
谷
底
」
が
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
は
窺
え
る
が
、
わ
ず

か
十
四
頁
の
短
編
で
、
大
衆
文
学
作
家
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
で
あ
っ
た
西
川
満
の
テ
ク
ス
ト
が
何
故
直
木
賞
候
補
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
そ
れ
に
は
、
先
述
の
新
鷹
会
の
力
が
及
ん
で
い
た
と
想
像
で
き
る
。
過
去
の
直
木
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の

新
鷹
会
の
同
人
誌
『
大
衆
文
芸
』

掲
載
誌
を
調
べ
る
と
、
ト
ッ
プ
と
二
位
は
、
文
雲
春
秋
社
の
『
オ
l

ル
読
物
』
と

で
あ
る
と
い
う
。
西
川
が
候
補
と
な
っ
た
第
二
十
二
回
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
山
田
克
郎
も
ま
た
、
新
鷹

『
別
冊
文
嚢
春
秋
』
だ
が
、
三
番
目
に
多
い
の
が
、
こ
の

-77-

会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
新
鷹
会
と
そ
の
周
辺
は
、
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
時
期
に
お
い
て
、
大
衆
文
学
の
領
域
を
席
巻
し
、
そ
の
影
響
力

は
直
木
賞
に
も
及
ん
で
い
た
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
に
、

一
九
三
九
年
の
『
大
衆
文
芸
』
創
刊
、
四
O
年
の
新
鷹

一
九
六
O
年
ま
で
の
聞
に
、
新
鷹
会
メ
ン
バ
ー
の
直
木
賞
受
賞
者
は
十
名
に
上
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

会
結
成
の
後
か
ら
、

「
地
獄
の
谷
底
」
が
直
木
賞
候
補
と
な
っ
た
こ
と
は
、
西
川
が
台
湾
時
代
か
ら
築
き
上
げ
て
き
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
大
衆
文
学
の

領
域
で
の
活
躍
の
場
を
得
て
い
た
こ
と
の
象
徴
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
大
衆
文
学
の
領
域
に
お
い
て
、
西
川
が
そ
の
趣
味
性

を
大
い
に
発
揮
で
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
「
地
獄
の
谷
底
」
に
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
〈
引
揚
〉
後
の
苦
境
や
困

(290) 

難
を
訴
え
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
、
そ
の
趣
味
性
・
娯
楽
性
の
背
後
に
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
西
川
の
描
く
台
湾
表



象
は
、
趣
味
性
・
娯
楽
性
を
表
現
す
る
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
読
者
に
読
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(289) 

5 

お
わ
り
に

〈
引
揚
〉
後
の
西
川
満
の
文
学
活
動
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
時
代
の
「
財
産
」
に
頼
る
形
で
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

テ
ク
ス
ト
で
言
え
ば
、
台
湾
も
の
や
古
代
中
国
も
の
に
現
れ
、
文
学
活
動
で
言
え
ば
、
台
湾
時
代
に
〈
台
湾
文
壇
〉
の
代
表
者
と
し
て
築
い

た
〈
中
央
文
壇
〉
作
家
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
機
会
を
得
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
西
川
は
台
湾
で
築
い

た
「
財
産
」
を
〈
引
揚
〉
時
に
持
ち
帰
る
こ
と
の
で
き
た
希
有
な
在
台
日
本
人
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
場
が
大
衆
文
学
の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
西
川
の
文
学
傾
向
と
う
ま
く
合
致
し
た
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
、
戦

-78-

後
/
「
光
復
」
後
直
後
の
時
期
は
、
紙
な
ど
の
物
資
不
足
や

G
H
Q

に
よ
る
統
制
に
よ
っ
て
雑
誌
の
頁
数
も
制
限
さ
れ
て
お
り
、
文
学
活

動
で
生
活
す
る
に
は
少
な
い
頁
数
で
多
作
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、
純
文
学
雑
誌
よ
り
も
、
大
衆
文
学
雑
誌
・
娯
楽

雑
誌
の
方
が
種
類
も
多
く
、
発
表
の
場
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
戦
前
か
ら
活
躍
し
て
い
た
芹
沢
光
治
良
も
、
四
0
年
代
後
半
の
『
文
芸
年

鑑
』
を
見
る
と
、
特
に
婦
人
誌
等
に
毎
月
の
よ
う
に
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。
大
衆
誌
・
娯
楽
誌
の
稿
料
に
頼
っ
た
の
は
、
西
川
に
特
別
に

起
こ
っ
た
事
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
西
川
は
台
湾
時
代
か
ら
か
な
り
様
相
を
変
え
た
大
衆
文
学
作
家
と
し
て
日
本
内
地
で
再
出
発
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
が
、
し
か
し
、
独
特
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
に
満
ち
た
彼
の
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
の
後
大
衆
文
学
の
領
域
を
脱
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
西
川
の
文
学
傾
向
は
大
衆
文
学
に
う
ま
く
適
応
し
た
と
言
え
る
が
、
同
時
に
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
西
川
の
台
湾
表
象
は
、

テ
ク
ス
ト
の
前
景
か
ら
後
景
へ
と
移
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
台
湾
時
代
の
テ
ク
ス
ト
と



比
較
す
れ
ば
よ
り
顕
著
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
台
湾
時
代
の
そ
れ
が
「
台
湾
」
自
体
を
語
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
〈
引
揚
〉
後

の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
異
国
的
雰
囲
気
あ
る
い
は
非
日
常
性
を
も
た
ら
す
舞
台
装
置
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
た
だ
西
川
の
文
学
傾
向
や
大
衆
文
学
の
影
響
だ
け
に
よ
る
問
題
で
は
な
い
。
先
に
引
用
し
た
郎
永
漢
と
江
戸
川
乱
歩

の
会
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
日
本
が
、
旧
植
民
地
と
し
て
の
台
湾
の
記
憶
を
急
速
に
忘
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

ま
り
「
台
湾
」
自
体
を
語
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
受
け
取
る
読
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
、
〈
引
揚
〉
の
困
難
か
ら
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
被
害
者
」
意
識
を
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
西
川
の
台
湾
表
象
が
、
在
台
日
本
人
の
悲

哀
を
語
る
こ
と
に
偏
り
、
植
民
地
統
治
責
任
を
客
観
的
に
振
り
返
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
西
川
の
台
湾

も
の
は
、
日
本
統
治
期
の
回
顧
か
〈
引
揚
〉
時
の
悲
劇
・
困
難
の
反
復
が
主
に
な
り
、
新
鮮
味
を
失
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

戦
後
/
「
光
復
」
後
の
西
川
の
大
衆
文
学
テ
ク
ス
ト
は
発
表
数
・
掲
載
誌
と
も
に
非
常
に
多
く
、
ま
た
現
在
閲
覧
困
難
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
そ
の
全
容
は
な
か
な
か
把
握
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
故
に
本
稿
も
限
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
推
測
を
交
え
つ
つ
の
検
討
に

な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
、
西
川
が
作
家
・
文
学
者
と
し
て
、
植
民
地
台
湾
か
ら
何
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
か
、
そ
し

て
何
を
描
い
た
の
か
を
見
直
す
時
、
西
川
の
「
台
湾
」
観
を
、
日
本
統
治
期
の
文
学
活
動
か
ら
の
理
解
と
は
違
っ
た
形
で
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
西
川
が
大
衆
文
学
作
家
と
し
て
活
動
し
、

一
九
六
一
年
に
宗
教
団
体
を
主
宰
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
時
期
、
台
湾
は
国

共
内
戦
か
ら
一
一
一
一
人
事
件
、
国
民
党
政
権
下
の
白
色
テ
ロ
や
長
期
戒
厳
令
と
い
う
抑
圧
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
日
本
統
治
期
に
活
躍
し
た

日
本
語
作
家
た
ち
は
日
本
統
治
期
に
日
本
語
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
際
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
使
用
言
語
を
奪
わ
れ
、
表
現
手
段
を
失
っ
て
い
た
。

西
川
の
戦
後
/
「
光
復
」
後
の
台
湾
も
の
テ
ク
ス
ト
を
読
む
と
き
、
そ
の
よ
う
な
台
湾
の
同
時
代
性
は
、
全
く
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
ま
た
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
に
は
、
台
湾
表
象
を
利
用
し
つ
つ
も
、
明
確
に
台
湾
と
断
絶
し
た
元
・
在
台
日
本
人
作
家
の
西
川 て〉
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満
の
在
り
様
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
を
意
識
し
て
西
川
満
の
研
究
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
日
本
統
治
期
か
ら
戦
後
/
「
光
復
」
後
に
か
け
て
の
〈
台

湾
文
学
〉
を
理
解
す
る
た
め
の
新
し
い
観
点
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
西
川
満
、
さ
ら
に
は
そ
の
他
の

〈
引
揚
〉
者
の
テ
ク
ス
ト
検
討
に
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

、
Tエ

=
=
ロ(

1
)
 
光
復
と
は
植
民
地
か
ら
祖
国
に
復
帰
し
た
こ
と
を
指
し
、
現
在
で
も
台
湾
・
韓
国
で
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
し
た
こ
と
を
指
す
言
葉
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
日
本
撤
退
後
の
国
民
党
独
裁
政
府
の
統
治
を
新
た
な
植
民
地
化
と
み
な
す
観
点
も

存
在
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
光
復
」
と
括
弧
付
き
に
表
現
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

(
2
)戦
後
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
中
島
利
郎
編
『
西
川
満
全
書
誌
(
未
定
稿
)
』
(
一
九
九
三
中
国
文
芸
研
究
会
)
に
よ
る
書
誌
整

理
や
、
ま
た
間
ふ
さ
子
「
内
な
る
自
己
を
照
ら
す
「
故
郷
」
1

坂
口
れ
い
子
の
文
学
に
お
け
る
台
湾
と
九
州
|
」
『
中
国
現
代
文
学
と
九
州
』
(
九

州
大
学
出
版
会
二

O
O

五
)
の
坂
口
れ
い
子
の
戦
後
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
3
)
『
別
冊
太
陽
』
一

O

二
号
(
平
凡
社
一
九
九
八
)
の
「
古
書
遊
覧
」
特
集
の
中
で
、
坂
本
一
敏
「
限
定
私
家
本
の
鬼
西
川
満
の
世
界
」

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
装
本
家
と
し
て
の
西
川
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)
井
東
裏
『
大
戦
中
に
於
け
る
台
湾
の
文
学
』
(
近
代
文
芸
社
一
九
九
三
)
を
参
照
。

(
5
)演
田
隼
雄
(
一
九
O
九
j

七
一
一
一
)
は
西
川
と
並
ぶ
『
文
雲
台
湾
』
の
代
表
的
な
在
台
日
本
人
作
家
。
作
風
と
し
て
は
、
西
川
と
は
違
い
リ
ア
リ
ズ
ム
、

私
小
説
的
な
傾
向
を
見
せ
て
い
た
。
代
表
作
は
「
南
方
移
民
村
」
(
南
方
文
化
社
一
九
四
二
)
が
あ
る
。
〈
引
揚
〉
後
は
仙
台
で
教
員
を
し

な
が
ら
文
学
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

(
6
)中
谷
博
『
大
衆
文
学
へ
の
誘
い
新
鷹
会
の
文
士
た
ち
』
(
文
芸
社
二

O
O

六
)
を
参
照
。

(
7
)
一
九
二
四
年
台
南
生
ま
れ
。
台
北
高
校
・
東
京
大
学
経
済
学
部
を
経
て
、
「
光
復
」
後
の
台
湾
へ
戻
る
が
、
台
湾
独
立
運
動
に
関
与
し
香
港
へ

脱
出
し
た
。
五
三
年
、
日
本
統
治
期
に
交
流
の
あ
っ
た
西
川
に
処
女
作
「
密
入
国
者
の
手
記
」
を
郵
送
し
、
こ
れ
を
西
川
が
新
鷹
会
席
上
で

(287) -80-



朗
読
公
開
し
た
こ
と
で
『
大
衆
文
芸
』
五
四
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
に
は
日
本
へ
移
住
し
、
壇
一
雄
、
佐
藤
春
夫
の
知
遇
を
得
て
、

五
五
年
に
「
香
港
」
で
直
木
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
は
文
芸
か
ら
離
れ
、
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
。

(
8
)
『
キ
ン
グ
』
四
九
年
二
月
号
が
初
出
の
「
地
獄
の
谷
底
」
が
、
第
二
十
一
回
(
四
九
年
上
半
期
)
で
は
な
く
第
二
十
二
回
(
四
九
年
下
半
期
)

の
候
補
作
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
四
九
年
十
二
月
発
行
の
『
現
代
小
説
代
表
選
集

5

』
(
日
本
文
芸
家
協
会
編
)
に
収
録
さ
れ
た

時
点
で
候
補
と
な
っ
た
た
め
ら
し
い
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
直
木
賞
の
す
べ
て
」
の
「
小
研
究
谷
座
き
が
し
て
地
獄
ま
で
j
第
二
十
二
回
直

木
賞
西
川
満
の
候
補
作
」
(
宮
守
\
\
g自
宅
岱
m
o
-
-
E
S

、
・8
5
\
E
o
E
言
、
向
島
持
g
s
z
\一
宮
島
当
ー
同
い
M
M
Z冨

-
E
E
)を
参
照
。

(
9
)
桜
菊
書
院
版
『
夏
目
激
石
全
集
』
と
夏
目
激
石
賞
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
矢
口
進
也
『
激
石
全
集
物
語
』
(
青
英
舎
一
九
八
五
)
を
参

照
。
桜
菊
書
院
は
、
夏
目
家
の
後
援
を
得
る
た
め
に
、
「
小
説
と
読
物
』
の
編
集
長
と
し
て
、
激
石
の
次
男
・
仲
六
を
据
え
て
も
い
た
。

(
叩
)
前
掲
ホ
l

ム
ペ
l

ジ
「
直
木
賞
の
す
べ
て
」
内
の
「
直
木
賞
の
す
べ
て
余
分
と
異
聞
」

O
七
年
六
月
十
日
記
事
「
大
衆
文
学
へ
の
誘
い

新
鷹
会
の
文
士
た
ち
」
(
宮
習
と

E

品
目
問
者
向
己
・8
8
-
o
m
'
E
S
S

。
邑
注
目
。m
\
N
c
s
b
a
\

吉
田
門1
0
0∞u
・E
s
-
)を
参
照
。

(
日
)
中
谷
前
掲
書
を
参
照
。

-81 (286) 


